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ーの試合は 10 秒対 10 秒くらいであったが近年では延長傾向になり、およそ 1 対１の比に
近い。また二流プレーヤーの試合になると、一流プレーヤーに比べてラリー期が短く非ラ
















































している。男子シングルス（以下 MS）が 41.71±12.93 分、女子シングルス（以下 WS）が
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   **    ** 
 **P<0.01 
   N.S.    N.S. 
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（２）最長ラリー時間 
 図２は、種目ごとの試合中における最長ラリー時間（平均値±標準偏差）を示している。










































    **    ** 
 **P<0.01 
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（４）平均ラリー時間 
 図４は、種目ごとの試合中の平均ラリー時間（平均値±標準偏差）について示したもの













が 16.2±4.3分（平均値±標準偏差、以下同じ）、第 2ゲームが 16.3±3.7分、第 3 ゲーム
が 18.2±4.1分であった。一方、女子の全 47試合における結果は、第 1ゲームが 14.5±4.2
分、第 2 ゲームが 14.7±5.3 分（途中棄権 2 ゲームを含む）・15.1±5.0 分（途中棄権を除
いた場合）、第 3ゲームが 18.3±5.4分であった。これらの結果については、男子と女子の
間に有意な差が認められなかった。１ゲームが 21 点制（最大延長 30 点まで）になり旧方
式との比較は厳密にできないと考えられるが、参考までに男子一流選手を対象とした報告
（阿部・岡本,1985）をみることにする。1982年のトマスカップで韓健選手（中国）とリム・
スイ・キン選手（インドネシア）が対戦した試合は、第 1ゲームが約 20分、第 2ゲームが
約 19分、ファイナルゲームが約 22分（合計約 61分）となり、この持久戦を制したのが韓
健選手であった。また、1984 年のヨネックスカップで同じ韓健選手がスギアルト選手（イ
ンドネシア）と対戦した際は、第 1 ゲームを約 21 分、第 2 ゲームを約 27 分及びファイナ
ルゲームを約 28分（合計約 76分）要して、この死闘戦を制したのも韓健選手であった。 
本研究の結果、全試合の総時間（インターバルを含む）については、男子が 21分～79分
（41.7±12.9 分）であった。そのうち、ファイナルゲームまで持ちこんだ３位決定戦が最




おこなわれた 2004年オリンピックアテネ大会（男子の平均 51分、女子の平均 38分）と比
べると、男子は短縮傾向にあり、女子ではほとんど同値であった。なお、有意差検定は 2004
年オリンピックアテネ大会の詳細な資料が不明のためおこなえなかった。 




が約 38 回、女子が約 27 回となり男子のほうが有意に多い値を示した。また平均ラリー数






男子の１回戦から決勝までの全 16試合におけるゲーム毎の試合時間をみると、第 1 ゲー
ムが 15.6±3.1 分、第 2 ゲームが 15.8±3.8 分、第 3 ゲームが 17.9±2.2 分であった。同





あった。これに対して、女子は 23 分～65 分（43.3±12.3 分）となった。その中で最長は
ファイナルゲームまで持ち込み、日本の末綱・前田組が中国ペアに勝利した試合の 65分で
あった。本研究の結果については、男子と女子との間に有意差が認められなかった。また、



























 ①男子シングルス 約 10分間  
 ②男子ダブルス  約 4分間  
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Abstract 
A Study of the Badminton Games in the Beijing Olympic Games 
: An Analysis of the Official Records of Men’s and Women’s Singles 
and Doubles Matches 
Kazuhiro Kishi1 and Akira Shionoya2 
Analyzing the results of the badminton matches in the Beijing Olympic meeting, 
the aim of this study is to get the basic data that can be utilized for future coaching and 
to reveal the various aspects of the games. 
Except for mixed doubles games, this paper analyzes all 88 games played in the 
Beijing Olympic Games. The principal points to be observed are as follows: 
1) Compared to the matches in the Athens Olympic Games, in which games are 
played according to the old system, the general length of a game was reduced except for 
women's singles. 
2) Comparing men’s and women’s matches, a significant difference was seen in 
terms of the longest rally hour and the highest number of rally times. 
3) And in terms of the average rally hour and the average number of rally times, a 
significant difference between men’s matches and women’s ones was also seen. 
These results reveal some important aspects of the games that are played by top 
players in the rally point system. From now on, I’d like to collect and analyze top 
player’s (domestic or overseas) game results further.  
 
 
